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9. 研究実績の概要

デバイスグループでは，３Ｄプリンタを使い，HMD開発用テストベッドを作成し，ピンホール型，多層液晶パネル型，マイクロレンズ
型の評価を行い，マイクロレンズ型で開発を進めることを決定した．その上で，マイクロレンズ方式のLight Field Displayのハード
ウェアを試作し，視野角，解像度，射出瞳等の特性について調査し，また，マイクロレンズとディスプレイパネルの位置合わせ誤差に
伴う映像のずれを補正するためのキャリブレーション法を開発した．
イメージンググループは，Light Field方式における素子に要求される性能要件を検討し，CMOSイメージセンサの各画素に貫通孔を形
成した新規チップの設計と試作を行った．画素サイズは15um角，画素数は20×25，貫通孔数は20×44である．
ディスプレイグループでは，CMOSイメージセンサの貫通孔の下に配置する発光素子からの光の出力を上げるために貫通孔にマイクロレ
ンズを取り付ける方法について検討・実験を行い，特性を評価した．
評価グループは，既存のHMDの性能とそのユーザビリティを様々な観点から評価した．特に，スクリーンの視距離の影響，視野角の影
響，頭部姿勢計測遅延の影響，バックライト輝度と視認性の関係，位置合わせ精度の認知限界などを調査した．

    （１／６）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

予定していた基本特性の評価や試作が実施できたから．

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

拡張現実感 ライトフィールド ヘッドマウントディスプレ
イ

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策

デバイスグループでは，映像の高解像度化と広視野角化を目指し，レンズ設計の見直しなどを行う．また，眼球運動に伴うレンダリン
グの補正アルゴリズムを考案し，眼球トラッキングを組み込んだLight Field Displayの試作を行う．
ディスプレイグループイメージンググループは，連携しながら，貫通孔形成CMOSイメージセンサと液晶ディスプレイの結合方式につい
て検討をすすめ，上半期は貫通孔形成CMOSイメージセンサの性能評価を実施し，下半期は試作デバイスの評価を行う．
評価グループは，上半期は引き続き既存のHMDの性能評価を実施し，下半期は試作デバイスのユーザビリティ評価を行う．

（今後の推進方策）

    （２／６）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
（課題番号： 15H01700 ）
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13.研究発表（平成２７年度の研究成果）
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（課題番号： 15H01700 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／6）
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14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況
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16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究： －

17.備考
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